
日時・場所 広島大学霞キャンパス

（広島市南区霞1-2-3）

凌雲棟5階 R501
2025年

11月８日（土）

凌雲棟

※キャンパスへのアクセスはこちら→

霞祭（大学祭）も
同日開催予定！

15：00～16：30
（14：15受付開始）

定員400名※先着順

エピジェネティクスってなに？
－「遺伝子スイッチ」の基礎から臨床応用まで－
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大阪大学名誉教授
なかの とおる

【お問い合わせ先】

広島大学霞地区運営支援部総務グループ

TEL：082-257-5013

Email：kasumi-soumu@office.Hiroshima-u.ac.jp

申込は
こちら！

https://forms.office.com/r/sCRPFMT7bv

【お問い合わせ先】
広島大学霞地区運営支援部総務グループ
082-257-5013
kasumi-soumu@office.hiroshima-u.ac.jp

大学公式HP

参加費は無料！一般の方も大歓迎！講演会申込
フォーム

大学プロジェクト研究53年間の結論・
「生涯虐待」
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広島大学名誉教授
かまだ ななお

1937年生まれ。広島大学医学部医学科を1961年に卒業。広島大学原爆放射能
医学研究所（現：原爆放射線医科学研究所）助手、助教授などを経て、1985年、教授
に就任。1997年に所長を務め、2000年に退職。核戦争防止国際医師会議（IPPNW）
日本支部理事。永井隆平和記念・長崎賞（2002年）、日本放送協会放送文化賞（2013年）、
広島市民賞（2017年）など多数受賞。著書：平和学習書『広島のおばあちゃん』など。

略
歴

1957年生まれ。大阪大学医学部医学科を1981年に卒業、内科医として3年間勤務の後、ドイツに
あるヨーロッパ分子生物学研究所の研究員、京都大学医学部・医化学（本庶研究室）の助手、講師
などを経て、1995年に大阪大学微生物病研究所教授、2004年から大阪大学医学系研究科／生命機能
研究科教授、2022年に退職。日本医師会医学賞受賞（2012年）。
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